
別
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

四
百
八
十

八

１

Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
組
合
せ
型
Ｓ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
Ｔ
装
置

Ｔ
〇
六
〇
一
e

一

患
者
に
投
与
し
た
放
射
性
医
薬
品
の
体
内

に
お
け
る
分
布
を
ガ
ン
マ
線
検
出
器
を
用

い
て
体
外
か
ら
検
出
し
た
画
像
情
報
、
当

該
患
者
に
関
す
る
多
方
向
か
ら
の
Ｘ
線
透

過
信
号
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
し
た
再
構

成
画
像
及
び
こ
れ
ら
の
画
像
を
重
ね
合
わ

せ
た
画
像
を
作
成
し
、
診
療
の
た
め
に
提

供
す
る
こ
と
。

Ｚ
四
七
五
一
e

二
e

四
四

四
百
八
十

九

１

電
子
聴
診
器

Ｔ
〇
六
〇
一
e

一

聴
診
器
を
部
位
に
接
触
さ
せ
て
、
心
音
等

を
検
出
し
、
電
気
的
に
増
幅
さ
せ
た
音
を

診
療
の
た
め
に
提
供
す
る
こ
と
。

四
百
九
十

１

ト
ノ
グ
ラ
フ

Ｔ
〇
六
〇
一
e

一

眼
球
内
の
圧
力
の
変
化
を
記
録
す
る
た
め

に
用
い
る
こ
と
。

四
百
九
十

一

１

心
音
ト
ラ
ン
ス
デ
ュ
ー
サ

Ｔ
〇
六
〇
一
e

一

心
音
の
検
出
に
用
い
る
こ
と
。

四
百
九
十

二

１

心
電
図
電
話
伝
送
装
置

Ｔ
〇
六
〇
一
e

一

心
電
図
等
の
情
報
を
電
話
回
線
等
を
用
い

て
送
信
す
る
た
め
に
用
い
る
こ
と
。

四
百
九
十

三

１

胎
児
聴
覚
誘
発
反
応
刺
激
装

置

Ｔ
〇
六
〇
一
e

一

音
刺
激
を
用
い
て
胎
児
の
状
態
を
観
察
す

る
た
め
に
用
い
る
こ
と
。

四
百
九
十

四

１

頭
皮
内
脳
波
用
電
極

Ｔ
〇
九
九
三
e

一

頭
皮
に
挿
入
し
、
脳
波
の
検
知
に
用
い
る

こ
と
。

四
百
九
十

五

１

皮
下
刺
激
用
プ
ロ
ー
ブ

Ｔ
〇
九
九
三
e

一

刺
激
装
置
で
発
生
さ
せ
た
電
流
を
用
い
て

生
体
組
織
を
刺
激
す
る
こ
と
。

四
百
九
十

六

１

生
体
信
号
調
整
装
置

Ｔ
〇
六
〇
一
e

一

生
体
信
号
を
記
録
、
処
理
又
は
表
示
す
る

た
め
に
用
い
る
こ
と
。

四
百
九
十

七

１

鼻
腔こ
う

抵
抗
計
測
装
置

Ｔ
〇
六
〇
一
e

一

鼻
腔こ
う

内
の
気
流
及
び
気
圧
の
測
定
に
用
い

る
こ
と
。

四
百
九
十

八

１

平
衡
機
能
検
査
シ
ス
テ
ム

Ｔ
〇
六
〇
一
e

一

平
衡
機
能
の
検
査
を
行
う
た
め
、
重
心
の

位
置
、
移
動
等
の
測
定
に
用
い
る
こ
と
。

四
百
九
十

九

１

喉こ
う

頭
ス
ト
ロ
ボ
ス
コ
ー
プ
装

置

Ｔ
〇
六
〇
一
e

一

声
帯
の
運
動
等
の
状
態
を
観
察
す
る
た
め

に
用
い
る
こ
と
。

２

喉こ
う

頭
ス
ト
ロ
ボ
ス
コ
ー
プ

五
百

１

内
視
鏡
用
灌か

ん

流
・
吸
引
向
け

プ
ロ
ー
ブ

Ｔ
〇
六
〇
一
e

一

体
腔こ
う

又
は
管
腔こ
う

を
灌か
ん

流
後
吸
引
し
、
内
視

鏡
に
よ
る
観
察
を
容
易
に
す
る
こ
と
。

五
百
一

１

人
工
開
口
向
け
単
回
使
用
内

視
鏡
用
カ
ニ
ュ
ー
レ

Ｔ
〇
九
九
三
e

一

内
視
鏡
使
用
下
で
薬
液
等
の
注
入
、
吸
引

等
に
用
い
る
こ
と
。、

五
百
四

１

人
工
開
口
向
け
単
回
使
用
内

視
鏡
用
感
染
防
止
シ
ー
ス

Ｔ
〇
九
九
三
e

一

内
視
鏡
に
装
着
し
、
粘
膜
、
血
液
、
体
液

等
が
直
接
接
触
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た

め
に
用
い
る
こ
と
。

五
百
五

１

人
工
開
口
向
け
内
視
鏡
用
く

も
り
止
め

Ｔ
〇
九
九
三
e

一

内
視
鏡
の
レ
ン
ズ
の
結
露
を
防
止
す
る
た

め
に
用
い
る
こ
と
。

五
百
六

１

単
回
使
用
尖せ
ん
さ

試
験
用
針

２

尖せ
ん
さ

試
験
・
ワ
ク
チ
ン
用
針

Ｔ
〇
九
九
三
e

一

結
核
の
尖せ
ん
さ

試
験
又
は
天
然
痘
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
用
い
る
こ
と
。

五
百
七

１

単
回
使
用
眼
科
用
カ
ニ
ュ
ー

レ

Ｔ
〇
九
九
三
e

一

眼
科
手
術
時
に
灌か
ん

流
液
等
の
注
入
又
は
眼

内
物
質
等
の
吸
引
に
用
い
る
こ
と
。

五
百
八

１

単
回
使
用
羊
水
穿せ
ん

刺
針

２

単
回
使
用
羊
水
穿せ
ん

刺
キ
ッ
ト

Ｔ
〇
九
九
三
e

一

羊
水
又
は
臍さ
い

帯
血
を
採
取
す
る
た
め
に
用

い
る
こ
と
。

五
百
九

１

エ
ア
ロ
ゾ
ル
注
入
チ
ュ
ー
ブ

Ｔ
〇
九
九
三
e

一

酸
素
マ
ス
ク
、
気
管
内
チ
ュ
ー
ブ
、
加
湿

器
又
は
ネ
ブ
ラ
イ
ザ
を
接
続
し
、
エ
ア
ロ

ゾ
ル
を
吸
入
さ
せ
る
た
め
に
用
い
る
こ

と
。

五
百
十

１

再
使
用
可
能
な
マ
ウ
ス
ピ
ー

ス
コ
ネ
ク
タ

２

単
回
使
用
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
コ

ネ
ク
タ

Ｔ
〇
九
九
三
e

一

口
に
挿
入
し
、
診
断
又
は
治
療
に
用
い
る

こ
と
。

五
百
二

１

人
工
開
口
向
け
単
回
使
用
内

視
鏡
用
拡
張
器

Ｔ
〇
九
九
三
e

一

ト
ン
ネ
ル
を
作
製
、
拡
張
又
は
拡
大
す
る

た
め
に
用
い
る
こ
と
。

２

胸
部
用
ト
ロ
カ
ー
ル

３

腹
部
用
ト
ロ
カ
ー
ル

４

羊
膜
用
ト
ロ
カ
ー
ル

５

胆
嚢の
う

用
ト
ロ
カ
ー
ル

６

消
化
器
・
泌
尿
器
科
用
ト
ロ

カ
ー
ル

７

胃
瘻ろ
う

造
設
用
ト
ロ
カ
ー
ル

８

単
回
使
用
ト
ロ
カ
ー
ル
ス

リ
ー
ブ

９

侵
襲
式
単
回
使
用
ト
ロ
カ
ー

ル
ス
リ
ー
ブ
固
定
具

10

単
回
使
用
ト
ロ
カ
ー
ル
ガ
イ

ド
ロ
ッ
ド

11

単
回
使
用
ト
ロ
カ
ー
ル
ス

リ
ー
ブ
拡
張
器

12

ト
ロ
カ
ー
ル
装
着
用
カ
フ

五
百
三

１

人
工
開
口
向
け
単
回
使
用
内

視
鏡
用
非
能
動
処
置
具

Ｔ
〇
九
九
三
e

一

内
視
鏡
使
用
下
で
組
織
等
の
把
持
、剥は

く

離
、

回
収
、
切
除
若
し
く
は
結
紮さ
つ

、
薬
液
等
の

注
入
若
し
く
は
吸
引
又
は
管
腔こ
う

の
拡
張
若

し
く
は
探
査
等
に
用
い
る
こ
と
。

平成™™年 月™�日 月曜日 (号外第™—™号)官 報
〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
五
十
四
号

薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
二
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
薬
事
法
第
二
十
三

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
基
準
を
定
め
て
指
定
す
る
医
療
機
器
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
告

示
第
百
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
七
日

厚
生
労
働
大
臣

細
川

律
夫

˜ 
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